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質
問 

知
事
と
市
町
村
長
と
地

域
の
意
見
交
換
に
つ
い
て
、
村

長
は
ど
の
よ
う
な
要
望
を
説
明

す
る
の
か
。
関
心
あ
る
の
は
、

上
毛
大
橋
か
ら
の
延
伸
道
は
ど

の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

村
長　

我
々
の
ほ
う
は
今
一
番

の
関
心
事
は
、
高
渋
バ
イ
パ
ス

を
早
く
開
通
さ
せ
て
下
さ
い
と

い
う
こ
と
。
吉
岡
ま
で

を
平
成
24
年
で
、
渋
川
ま
で
は

平
成
27
年
と
、
渋
川
土
木
事
務

所
か
ら
話
し
も
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
上
毛
大
橋
か
ら
の
延
伸
道

路
に
つ
い
て
は
、
調
査
費
を
つ

け
て
新
庁
舎
の
上
の
信
号
ま
で

調
査
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
幹

線
の
問
題
も
含
め
、
７
月
９
日

に
要
望
の
確
約
を
と
る
為
に
懇

談
会
に
臨
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問　

現
状
の
進
捗
状
況
は
、

今
後
の
計
画
は
、
利
用
時
期
は

い
つ
か
。

基
地
・
財
政
課
長

21
年
９
月
末
日
ま
で
工
期
を
延

長
。１
０
０
０
ｍ
掘
り
終
わ
り
、

毎
分
１
５
０
リ
ッ
ト
ル
出
て
い

る
。
今
後
温
度
・
泉
質
を
計
り
、

県
の
温
泉
審
議
の
検
討
結
果
９

月
。
そ
の
後
、
利
用
で
す
。

質
問　

国
会
で
審
議
さ
れ
て
い

る
農
地
制
度
を
改
め
る
法
案
が

あ
り
、
村
と
し
て
は
約
30
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
の
見
直
し
の
方

向
は
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長

農
業
委
員
会
で
は
平
成
21
年
度

の
目
標
及
び
そ
の
達
成
に
向
け

た
活
動
計
画
を
策
定
し
、
改
善

指
導
を
行
う
予
定
。
貸
付
希
望

者
に
は
農
地
銀
行
に
登
録
し
、

貸
し
手
、
借
り
手
の
意
向
等
の

情
報
収
集
及
び
提
供
を
強
化

し
、
借
り
手
や
新
規
参
入
者
へ

の
遊
休
農
地
の
紹
介
、
あ
っ
せ

ん
等
に
よ
る
利
用
集
積
を
図
り

推
進
体
制
の
整
備
と
し
て
昨
年

設
立
し
た
。
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
を
軸
に
認
定
農
業

者
等
連
絡
協
議
会
や
受
託
者
等

組
合
と
協
議
し
再
生
利
用
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

阿
部　

一
雄　

議
員

温
泉
の

掘
削
に
つ
い
て

田
畑
の
遊
休
農
地
の

活
用
方
法
に
つ
い
て

一
般
質
問
と
は
、
村
の
事
務
全
般
に
わ
た
る
執
行
状
況
や

将
来
に
対
す
る
方
針
等
に
つ
い
て
、
村
執
行
部
の
考
え
を

た
だ
す
も
の
で
す
。
質
問
・
答
弁
の
内
容
は
要
約
し
て
あ

り
ま
す
。
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質
問　

平
成
の
合
併
で
新
渋
川

市
が
誕
生
し
た
平
成
18
年
度
か

ら
各
事
業
で
の
関
係
市
町
村
負

担
金
分
賦
割
合
が
見
直
さ
れ
、

多
額
の
均
等
割
負
担
金
が
榛

東
・
吉
岡
両
町
村
で
発
生
し
た

が
、
誰
が
見
直
し
案
を
提
言
し
、

改
正
の
根
拠
は
何
で
有
っ
た
の

か
。

村
長　

私
の
方
か
ら
発
言
し

た
。
必
要
の
無
い
も
の
は
ど
こ

か
で
切
る
決
断
を
、
と
言
う
こ

と
で
事
業
の
見
直
し
発
言
を
し

た
。

質
問　

事
業
の
見
直
し
は
当
然

予
算
（
金
）
が
伴
う
が
、
村
民

の
為
に
成
る
の
か
、
或
い
は
村

民
の
不
利
益
に
成
る
の
か
と
言

う
こ
と
を
前
も
っ
て
精
査
し
た

の
か
。

村
長　

数
字
も
出
し
て
望
ん

だ
。
そ
の
後
均
等
割
の
問
題
が

出
た
り
な
ん
か
し
て
、
８
か
ら

３
に
な
る
と
か
…
。
本
当
に
そ

れ
は
理
解
と
い
う
か
…
。

質
問　

今
回
の
見
直
し
案
は
村

長
が
出
し
た
と
言
う
事
だ
が
、

両
町
村
か
ら
先
に
決
定
し
た
分

割
割
合
の
再
見
直
し
案
の
要
望

を
、
再
協
議
し
て
全
会
一
致
で

決
ま
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
再
協
議
し
た
改
定
案
は
何

処
が
改
善
さ
れ
た
の
か
。

村
長　

１
月
31
日
の
理
事
会
に

於
い
て
、
私
が
勘
違
い
し
て
い

た
事
を
謝
ら
な
け
れ
ば
成
ら
な

い
。
均
等
割
り
に
つ
い
て
は
、

６
％
・
８
％
・
10
％
と
言
う
話

の
中
で
、
６
％
を
５
年
間
で
や

る
、
そ
し
て
８
を
３
で
割
る
ん

だ
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ

で
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一

切
飲
め
な
い
と
反
対
を
し
た
。

質
問　

村
長
自
ら
発
言
し
た
事

に
よ
っ
て
、
こ
こ
数
年
消
防
救

急
事
業
で
、
約
２
，
０
０
０
万
・

一
般
経
費
か
ら
公
債
事
業
ま
で

が
約
２
，
０
０
０
万
～
２
，
４

０
０
万
の
負
担
増
に
成
っ
て
い

る
。
村
民
が
現
実
と
し
て
不
利

益
を
受
け
て
い
る
が
、
自
身
の

気
持
ち
は
。

村
長　

事
業
の
見
直
し
と
い
う

こ
と
で
増
に
成
っ
た
と
す
れ

ば
、
何
も
し
な
け
れ
ば
良
か
っ

た
と
思
う
。
見
直
し
は
当
り
前

だ
と
考
え
て
発
言
を
し
た
。

質
問　

24
年
以
降
負
担
金
は
今

ま
で
の
倍
近
く
に
増
え
る
が
、

そ
の
対
応
は
。
又
、
話
し
合
い

の
中
で
は
も
う
少
し
自
分
の
目

線
を
下
げ
て
、
広
域
の
管
理
者

や
議
会
議
員
、
職
員
に
接
し
議

論
を
真
摯
に
し
た
方
が
施
策
の

失
敗
は
免
れ
る
と
思
う
。
特
に

広
域
問
題
に
つ
い
て
は
、
村
の

管
理
職
や
議
員
に
相
談
し
、
案

件
を
作
り
上
げ
会
議
に
臨
ん
で

欲
し
い
と
思
う
が
。

村
長　

此
れ
に
つ
い
て
は
吉
岡

と
一
緒
に
な
っ
て
、
最
後
ま
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
力
を

貸
し
て
ほ
し
い
。

質
問　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
フ
ェ
ー
ズ
６

の
世
界
的
大
流
行
を
宣
言
し
、

国
内
感
染
者
は
６
０
５
人
を
数

え
て
い
る
。
相
談
窓
口
へ
の
問

い
合
わ
せ
件
数
は
。

健
康
・
保
険
課
長　

県
内
全
体

で
は
５
，
３
７
５
件
で
、
村
内

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
不
明
。

村
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
３
件
。

質
問　

発
症
し
て
、
重
症
化
が

心
配
さ
れ
る
。
妊
婦
及
び
喘
息

や
糖
尿
病
患
者
対
策
は
。

健
康
・
保
険
課
長　

渋
川
保
健

福
祉
事
務
所
に
指
示
を
あ
お

ぐ
。
医
療
機
関
は
、
渋
川
総
合

病
院
・
西
群
馬
病
院
等
。

質
問　

中
学
校
の
修
学
旅
行
が

延
期
に
な
っ
た
経
過
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

県
の

通
知
。
村
、
教
育
委
員
会
と
中

広
域
負
担
金
は

な
ぜ
発
生
し
た
の
か

阿
久
沢
成
実　

議
員

小
野
関
武
利　

議
員

新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策

負
担
増
の
金
額
は

今
後
の
対
応
は
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学
校
で
協
議
し
、
９
月
に
延
期
。

質
問　

榛
東
村
で
の
対
策
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

健
康
・
保
険
課
長

村
長
を
本
部
長
に
対
策
本
部
を

設
置
し
、
全
職
員
を
配
置
し
た
。

マ
ス
ク
、
消
毒
液
等
の
手
配
。

５
月
連
休
中
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
、
毎
戸
に
チ
ラ
シ
を
２
回

配
布
。

質
問　

高
齢
者
等
の
生
活
弱
者

に
対
す
る
対
応
は
。

健
康
・
保
険
課
長　

各
区
の
民

生
委
員
さ
ん
に
状
況
把
握
と
、

区
長
会
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
連
携
強
化
で
対
応
す
る
。

子
育
て
・
長
寿
支
援
課
長

生
活
弱
者
の
非
課
税
世
帯
に
、

備
蓄
用
の
食
料
や
マ
ス
ク
等

給
付
す
る
補
正
予
算
を
計
上
し

た
。

質
問　

村
内
で
発
生
し
た
場
合

に
重
要
視
し
て
い
る
対
策
は
。

村
長　

迅
速
に
情
報
収
集
や
医

療
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
役
場

全
職
員
の
勉
強
会
等
で
、
村
民

に
不
安
を
与
え
な
い
体
制
を
。

区
長
・
民
生
委
員
・
消
防
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
願
い
し
、

地
域
防
災
を
立
ち
上
げ
、
備
品
、

備
蓄
を
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
限
ら
ず
、
災
害
に
役
立

て
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

質
問　

旧
役
場
庁
舎
跡
地
利
用

に
関
す
る
進
行
状
況
は
。

総
務
課
長　

隣
接
区
の
住
民
や

学
校
関
係
者
等
28
名
の
構
成
の

榛
東
村
役
場
跡
地
利
用
計
画
審

議
会
を
設
置
し
、
審
議
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
は
新
た
な
図
書

館
整
備
や
学
童
保
育
所
、
当
面

の
間
は
更
地
と
し
て
駐
車
場
利

用
な
ど
の
意
見
が
出
て
い
る
。

質
問　

村
民
誰
も
が
使
え
る
図

書
館
や
学
童
の
状
況
、
中
央
公

民
館
と
の
兼
ね
合
い
等
も
踏
ま

え
今
後
も
し
っ
か
り
と
計
画
を

立
て
て
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
「
静
か
に
勉
強
で
き

る
自
習
室
が
ほ
し
い
」
な
ど
の

村
民
の
声
や
意
見
を
広
く
反
映

で
き
な
い
か
。

村
長　

自
習
の
問
題
も
学
校
関

係
者
等
と
相
談
す
る
な
ど
、
今

後
も
審
議
会
の
方
で
有
効
活
用

が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
は
全
国
で
約
38
万

人
と
い
わ
れ
て
い
る
。
受
け
皿

の
施
設
数
不
足
や
家
庭
で
の
受

け
入
れ
は
仕
事
と
介
護
の
両
立

が
難
し
く
、
多
く
の
労
働
者
が

介
護
の
た
め
に
離
転
職
し
て
い

る
の
も
現
状
で
あ
る
。
そ
ん
な

中
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
ご

家
族
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に

も
慰
労
金
を
手
厚
く
で
き
な
い

か
。

村
長　

仕
事
を
辞
め
収
入
も
減

る
こ
と
な
ど
も
考
え
、
こ
の
慰

労
金
の
近
隣
の
状
況
を
調
べ
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
。

質
問　

現
代
の
若
者
を
取
り
巻

く
環
境
は
従
前
と
比
べ
て
大
き

く
変
化
し
、
雇
用
環
境
を
と
っ

て
も
非
正
規
雇
用
の
拡
大
や
不

況
に
よ
る
派
遣
切
り
な
ど
将
来

に
不
安
を
抱
い
て
し
ま
う
。
若

者
が
社
会
参
加
や
就
業
が
出
来

る
よ
う
な
支
援
も
必
要
だ
と
思

う
が
、
新
た
に
若
者
の
雇
用
支

援
等
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

村
長　

村
と
し
て
も
若
者
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
就
職
面
接
会
ま

た
は
県
な
ど
の
事
業
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。

南　
　

千
晴　

議
員

村
民
の
声
を
反
映

し
旧
役
場
庁
舎
跡

地
の
有
効
活
用
を

榛
東
村
在
宅
ね
た

き
り
老
人
等
介
護

慰
労
金
の
拡
大
を

雇
用
支
援
な
ど

若
者
達
に
投
資
を
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６
月
７
日
に
行
わ
れ
る
駐

屯
地
ま
つ
り
の
予
行
練
習
を

見
せ
て
頂
い
た
。
観
閲
行
進

の
後
、
模
擬
戦
で
は
何
10
台

と
い
う
戦
車
が
も
の
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で
地
響
き
を
あ
げ

て
往
来
し
た
。
視
界
が
見
え

な
く
な
る
程
と
は
大
げ
さ
で

あ
る
が
演
習
場
の
広
さ
、
戦

車
の
数
、
一
台
い
く
ら
か
な

と
考
え
て
し
ま
っ
た
。
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
（
式
典
）
の
放
送

で
流
れ
た
、「
敵
」
と
は
、「
日

本
を
守
る
」
と
は
。
12
旅

団
の
地
元
の
私
達
は
永
遠
の

テ
ー
マ
だ
ろ
う
。

北
千
歳
駐
屯
地
に
て陸上自衛隊第７師団　第 71 戦車隊

質
問　

地
域
の
足
を
守
る
生
活

交
通
の
現
状
と
施
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

基
地
・
財
政
課
長　

村
内
で
は

運
行
の
バ
ス
路
線
は
主
に
、
県

道
な
ど
幹
線
道
路
と
な
っ
て
い

た
り
、
運
行
本
数
も
少
な
い
こ

と
で
村
民
利
用
率
は
10
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
村
で

は
、
公
共
交
通
等
調
査
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
デ
マ
ン
ド

（
予
約
）
方
式
バ
ス
の
無
料
試

行
運
転
を
実
施
す
る
。
９
月
、

10
月
、
11
月
の
３
ヶ
月
間
を
予

定
し
（
詳
し
く
は
各
戸
配
布
の

チ
ラ
シ
や
広
報
し
ん
と
う
を
参

照
）
12
月
に
最
終
結
論
を
出
す
。

質
問　

時
刻
の
変
更
に
つ
い
て

バ
ス
会
社
と
交
渉
で
き
な
い

か
。

基
地
・
財
政
課
長　

ダ
イ
ヤ
改

正
に
つ
い
て
は
、
要
望
が
あ
れ

ば
可
能
だ
が
、
利
用
人
数
が
懸

念
。

質
問　

障
害
者
や
一
人
暮
し
高

齢
者
の
足
対
策
と
し
て
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
を
補

助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

村
長　

公
共
交
通
等
調
査
検
討

委
員
会
を
中
心
に
検
討
し
て
結

論
を
出
し
た
い
。

質
問　

毎
年
く
り
返
さ
れ
る

「
ハ
エ
」
問
題
解
決
の
た
め
に
、

必
要
な
助
成
を
行
う
べ
き
だ
と

思
う
が
。

村
長　

経
営
者
自
身
の
意
識
向

上
の
啓
発
と
、
村
や
県
の
指
導

を
ひ
き
続
き
行
う
。
又
薬
剤
等

へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
再
検

討
が
必
要
。

質
問　

高
校
生
が
安
心
し
て
自

転
車
通
学
で
き
る
よ
う
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
を
県
に

要
望
す
る
こ
と
。
又
、
通

学
路
の
安
全
対
策
で
は
、

ど
う
進
ん
だ
か
。

村
長　

自
転
車
通
学
路
の

事
故
防
止
の
為
に
何
が
良

い
の
か
研
究
し
て
今
後
も

や
る
。
南
小
通
学
路
の
横

断
歩
道
に
手
押
し
式
信
号

設
置
は
２
・
３
ヶ
月
の
間

に
は
公
安
委
員
会
の
許
可

が
お
り
る
予
定
で
あ
る
。

デ
マ
ン
ド
（
予
約
）

方
式
バ
ス
の
試
行

運
行
が
い
よ
い
よ

開
始
に

元
気
高
齢
者
支
援

策
を
充
実

福
祉
タ
ク
シ
ー

初
乗
り
運
賃
の
助

成
は
検
討
委
員
会

で
結
論
を
出
す

「
ハ
エ
」
問
題
の
対

策
と
し
て
補
助
金

制
度
復
活
な
る
か

南
小
通
学
路
の
横

断
歩
道
に
押
し
ボ

タ
ン
式
信
号
機
間

も
な
く
設
置
許
可
に

桺
田
キ
ミ
子　

議
員

用語の解説
デマンドバス→利用者の希望に合わせ

て運行するバスのこと


